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特派員の目 北京

　

少
林
寺
、
と
聞
け
ば
、
大
抵
の
日

本
人
が
思
い
出
す
の
は
カ
ン
フ
ー

（
中
国
武
術
）
だ
ろ
う
。
1
9
8
2

年
公
開
の
中
国
・
香
港
映
画
「
少
林

寺
」
で
は
、
寺
に
伝
わ
る
武
術
「
少
林
拳
」
が
取
り
上
げ
ら

れ
、
こ
の
中
国
河
南
省
の
名め
い

刹さ
つ

を
世
に
広
め
る
き
っ
か
け
に

も
な
っ
た
。

　

そ
の
少
林
寺
が
、
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
に
揺
れ
て
い
る
。
7
月

27
日
、
住
職
の
釈
永
信
氏
が
、
寺
の
資
産
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
資
金
を
横
領
し
た
疑
い
が
あ
る
と
し
て
、
複
数
の
部
門
に

よ
る
合
同
調
査
を
受
け
て
い
る
こ
と
が
少
林
寺
の
発
表
で
明

ら
か
に
な
っ
た
た
め
だ
。

　
「
罪
状
」は
こ
れ
だ
け
に
と
ど
ま
ら
な
い
。発
表
に
よ
れ
ば
、

釈
氏
に
は
重
大
な
戒
律
違
反
が
あ
り
、
長
期
に
わ
た
り
多
く

の
女
性
と
不
適
切
な
関
係
を
持
ち
、
子
供
も
い
た
と
い
う
。

横
領
疑
惑
は
刑
事
事
件
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
。

　

釈
氏
を
巡
っ
て
は
、2
0
1
5
年
に
も
、寺
の
資
産
の
「
私

物
化
」
や
女
性
問
題
に
つ
い
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
告
発

す
る
投
稿
が
あ
り
、
一
時
当
局
が
調
査
に
乗
り
出
す
騒
ぎ
に

な
っ
た
。
今
回
の
発
表
前
に
も
、「
釈
氏
が
当
局
に
連
行
さ

れ
た
」
と
の
情
報
が
ネ
ッ
ト
で
飛
び
交
っ
た
。

　

仏
教
界
の
反
応
は
早
か
っ
た
。中
国
仏
教
協
会
は
翌
28
日
、

「
釈
氏
の
行
為
は
非
常
に
悪
質
で
、
仏
教
界
の
名
声
を
傷
つ

け
、
僧
侶
の
イ
メ
ー
ジ
を
損
ね
た
」
と
し
、
僧
侶
の
身
分
を

取
り
消
す
こ
と
に
同
意
し
た
と
表
明
。
こ
れ
を
受
け
、
少
林

寺
も
29
日
、
新
た
な
住
職
を
任
命
し
た
と
発
表
し
た
。

　

少
林
寺
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
に
よ
る
と
、
釈
氏
は

1
9
6
5
年
生
ま
れ
。
87
年
以
降
、
寺
院
内
の
事
務
の
責
任

者
を
務
め
、
少
林
寺
の
「
ビ
ジ
ネ
ス
化
」
を
進
め
た
。
経
営

学
修
士
（
M
B
A
）
も
取
得
し
た
と
さ
れ
、
そ
の
手
腕
か
ら

ネ
ッ
ト
上
で
「
少
林
寺
C
E
O
（
最
高
経
営
責
任
者
）」
と

呼
ば
れ
た
。
02
年
以
降
は
中
国
仏
教
協
会
副
会
長
も
務
め
て

い
た
。

　

香
港
紙
「
サ
ウ
ス
チ
ャ
イ
ナ
・
モ
ー
ニ
ン
グ
・
ポ
ス
ト
」

は
8
月
1
日
の
社
説
で
、
釈
氏
に
よ
る
積
極
的
な
事
業
拡
大

は
精
神
的
な
悟
り
な
ど
を
追
求
す
る
寺
の
理
念
と
相
い
れ
な

い
と
指
摘
。
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
に
よ
り
「
寺
の
経
営
と
発
展
の

方
向
性
を
見
直
す
チ
ャ
ン
ス
が
生
ま
れ
た
」
と
指
摘
し
た
。

　

私
は
幼
少
期
、
テ
レ
ビ
で
放
映
さ
れ
た
少
林
寺
の
映
画
を

見
て
、
憧
れ
た
記
憶
が
あ
る
。
中
国
国
内
に
も
、
映
画
や
少

林
寺
の
フ
ァ
ン
は
多
い
は
ず
だ
。
清
廉
な
イ
メ
ー
ジ
を
取
り

戻
す
た
め
に
も
、
徹
底
し
た
調
査
を
期
待
し
た
い
。

畠山　哲郎

中
国
の
名
刹
・
少
林
寺
の
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル


